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２
月
３
日
（
月
）、
立
春
と

は
い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い
中
、
理

容
学
校
実
習
室
で
白
髪
ぼ
か
し

考
案
者
・
渡
部
道
夫
氏
を
招
い

て
「
白
髪
ぼ
か
し
」
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
白
髪
ぼ
か
し
の
今
ま
で

の
経
緯
や
考
え
方
の
説
明
を
聞

き
、
こ
れ
が
18
年
間
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
だ
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
伸
び
る
余
地
の
あ
る
こ

と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た

業
界
で
は
、
カ
ラ
ー
・
パ
ー
マ

に
は
抵
抗
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
だ
と
極
端
な
変
化
に

抵
抗
が
あ
る
人
も
多
い
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
、「
少
し
黒
く
し
ま

せ
ん
か
」「
ち
ょ
っ
と
若
返
り

ま
せ
ん
か
」
と
聞
い
て
、「
白

髪
染
め
」
と
言
わ
な
い
よ
う
に

勧
め
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
そ
う
だ
。

　

実
技
で
は
ま
ず
対
象
者
の
毛

髪
診
断
を
し
て
、
染
ま
り
や
す

い
か
染
ま
り
に
く
い
か
判
断
し

て
、
先
生
は
３
つ
の
色
を
人
に

よ
っ
て
混
ぜ
た
り
単
色
で
使
っ

た
り
す
る
そ
う
で
あ
る
。
基
本

は
専
用
容
器
と
ブ
ラ
シ
を
使
い

左
右
の
時
間
差
を
少
な
く
す

る
。
白
髪
の
多
い
部
分
か
ら

塗
っ
て
い
く
。
施
術
の
間
近
に

が
っ
た
。
三
人
目
は
毛
が
多
く

太
く
、
白
髪
も
比
較
的
多
い
モ

デ
ル
。
リ
タ
ッ
チ
の
方
法
を
用

い
て
後
か
ら
根
本
１
セ
ン
チ
く

ら
い
を
上
下
塗
っ
て
、
３
分
お

い
て
コ
ー
ミ
ン
グ
す
る
。
自
然

に
白
髪
が
少
な
く
な
っ
た
感
じ

に
な
っ
た
。
パ
ー
マ
や
ア
イ
ロ

ン
を
し
た
毛
髪
を
リ
タ
ッ
チ
し

な
い
と
毛
先
が
真
っ
黒
に
な
っ

て
し
ま
う
そ
う
だ
。こ
の
後
、営

薬
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
。
す

ぐ
シ
ャ
ン
プ
ー
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
初
め
て
の
お
客
様
は
流

し
た
後
す
ぐ
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾

か
す
（
濡
れ
て
い
る
と
よ
り
黒

く
見
え
る
）。
一
人
目
の
モ
デ

ル
は
普
通
毛
で
白
髪
少
し
多
目

で
頭
の
半
分
は
３
分
、
も
う

半
分
は
５
分
で
違
い
を
見
せ

た
。
モ
デ
ル
本
人
は
３
分
の
方

が
い
い
と
言
っ
て
い
た
。
二
人

目
は
毛
が
細
く
、
量
が
少
な
め

だ
っ
た
。
白
髪
が
多
め
の
人
は

薬
は
ノ
ー
マ
ル
２
と
ソ
フ
ト
１

を
混
ぜ
、
時
間
差
を
お
い
て
全

体
２
分
で
ま
ず
ト
ッ
プ
か
ら
耳

上
部
へ
と
塗
る
技
法
で
薄
い
と

こ
ろ
は
多
く
見
え
自
然
に
仕
上

　

平
成
25
年
11
月
17
日
（
日
）、

第
５
回
全
国
理
容
美
容
学
生
技

術
大
会
が
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

神
戸
（
神
戸
市
）
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
全
国
か
ら
９
部
門
で

選
手
総
勢
７
２
８
人
、
観
客

３
５
０
０
人
以
上
と
大
変
大
き

な
大
会
で
、
委
員
と
し
て
携

て
、今
後
の（
理
美
容
界
）
進
歩

発
展
が
予
感
で
き
る
す
ば
ら
し

い
大
会
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
理
容
師
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
若
者
た
ち
に
は
、

日
頃
の
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と

を
希
望
し
、
そ
の
頑
張
り
に

エ
ー
ル
を
送
り
つ
つ
、
平
成
26

年
群
馬
で
開
催
さ
れ
る
関
東
学

生
大
会
の
成
功
を
切
望
し
て
い

ま
す
。

（
県
講
師
　

小
野
里
隆
夫
・
大
和
淳
人
）
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業
の
話
も
た
め
に

な
っ
た
。
た
か
が

「
ぼ
か
し
」
さ
れ

ど
「
ぼ
か
し
」
で
、

も
っ
と
考
え
な
い

と
い
け
な
い
と
、

受
講
生
80
人
が
み

ん
な
思
っ
た
講
習

だ
っ
た
。

（
教
育

　
　
野
村
明
広
）

白
髪
ぼ
か
し
セ
ミ
ナ
ー

自
然
な
髪
色
を
演
出
す
る
術

　

第
56
回
群
馬
県
生
活
衛
生
業

者
大
会
が
１
月
29
日
（
水
）、

前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
理
美
容
業
は
じ

め
、
旅
館
ホ
テ
ル
業
、
飲
食
業
、

食
肉
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
な

ど
、
県
民
生
活
に
密
着
し
た
業

種
の
、
衛
生
に
か
か
わ
る
業
者

が
参
加
し
、
社
会
的
使
命
の
重

要
性
を
自
覚
し
衛
生
水
準
の
向

上
と
安
全
性
を
旨
と
し
つ
つ
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
豊
か

な
快
適
な
県
民
生
活
へ
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
旨
を
意

図
し
た
大
会
宣
言
が
さ
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
大
澤
県
知
事
と

久
保
田
県
議
会
議
長
は
永
年
、

組
合
活
動
で
尽
力
さ
れ
た
受
賞

者
の
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ

た
。
受
賞
者
代
表
謝
辞
で
我
が

理
容
業
よ
り
知
事
表
彰
を
受
け

た
外
山
弘
明
氏
が
お
礼
の
言
葉

と
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
生
活
衛

生
向
上
の
た
め
お
役
に
立
ち
た

い
と
述
べ
た
。

　

理
容
組
合
で
の
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

　

外
山
弘
明
（
多
野
支
部
）

　

小
林
真
澄
（
高
崎
支
部
）

◎
群
馬
県
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

連
合
会
表
彰

　

高
橋　

清
（
邑
楽
支
部
）

　

阿
部
勝
彦
（
桐
生
支
部
）

　

野
村
明
広
（
桐
生
支
部
）

　

綿
貫
晴
通
（
伊
勢
崎
支
部
）

　

伏
島
章
夫
（
太
田
支
部
）

　

茂
木
正
行
（
渋
川
支
部
）

　

松
本
眞
吾
（
碓
氷
支
部
）

　

戸
田　

浩
（
碓
氷
支
部
）

◎
（
社
）
全
国
生
活
衛
生
同
業

　

組
合
中
央
会
理
事
長
感
謝
状

　

永
井
桂
一
（
渋
川
支
部
）

（
県
広
報
部
長
　
小
林
真
澄
）

第
56
回
群
馬
県
生
活

衛
生
業
者
大
会
開
催

（審査委員）小野里隆夫　（監視委員）大和淳人
（第１種目）ワインディング
（第２種目）ネイルアート　テーマ（ときめき）
（第３種目）チャレンジアートヘア
（第４種目）ミディアムカット
（ヘアデザイン画部門）理美容学生部門・中高生
部門

理
美
容
甲
子
園
２
０
１
３
大
会
感
想

わ
っ
た
私
た
ち
に
も

熱
気
が
伝
わ
っ
た
。

ま
た
出
場
し
た
学
生

た
ち
が
真
剣
に
競
技

に
取
り
組
む
姿
勢
に

関
係
者
と
し
て
本
当

に
敬
意
を
表
し
た

い
。

　

こ
こ
数
年
、
時
代

と
と
も
に
理
美
容
界

を
目
指
す
学
生
の
姿

勢
に
変
化
が
感
じ
ら

れ
る
中
で
、
真
剣
に

取
り
組
む
学
生
た
ち

の
熱
い
気
持
ち
と
技

術
の
向
上
を
実
感
し
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第
７
回
理
事
会

第
８
回
理
事
会

737 2607

　

１
月
20
日
（
月
）、
前
橋
市

の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ー
ト
ラ

シ
ー
ネ
に
お
い
て
県
理
容
組
合

と
理
容
学
園
と
の
合
同
新
年
祝

賀
会
が
県
選
出
の
国
会
議
員
や

県
知
事
、
前
橋
市
長
な
ど
多
く

の
ご
来
賓
を
招
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
の
今
泉
森
夫
理
事
長

並
び
松
田
昇
校
長
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
吉
野
信
一

顧
問
は
今
年
７
月
に
群
馬
県
前

橋
で
開
催
さ
れ
る
関
東
甲
信
理

容
競
技
大
会
に
触
れ
た
。
関
東

を
制
す
る
者
は
全
国
を
制
す
る

と
い
わ
れ
、
非
常
に
レ
ベ
ル
の

高
い
競
技
に
な
る
１
都
９
県
が

技
術
の
粋
を
競
う
大
会
が
前
橋

で
行
わ
れ
る
、
ど
う
か
私
た
ち

の
業
界
の
た
め
に
心
か
ら
応
援

を
お
願
い
す
る
と
、
地
元
の
前

橋
市
長
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
々

に
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、
６
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た
り
、
昭

和
39
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
で

の
世
界
中
か
ら
お
い
で
に
な
っ

た
選
手
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
を
当
時

の
理
容
師
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス

し
、
日
本
の
ヘ
ア
技
術
は
素
晴

ら
し
い
と
の
御
墨
付
き
を
い
た

だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
と

６
年
後
に
く
る
と
述
べ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
時
に
は
我
々
の
業

界
が
一
歩
前
進
し
た
内
容
で
世

界
中
の
方
に
こ
の
理
容
の
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

ぜ
ひ
そ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
う
。
そ
れ
に
は
皆
様

の
一
人
ひ
と
り
の
応
援
が
必
要

で
あ
る
、
と
新
年
の
あ
い
さ
つ

を
し
た
。
そ
し
て
、
富
澤
啓
顧

問
の
祝
杯
の
音
頭
で
祝
宴
と

な
っ
た
。

（
県
広
報
部
長
　
小
林
真
澄
）

ソフトタイプ  新合成洗剤（無リン）

理
事
会
報
告

　

平
成
25
年
12
月
２
日
（
月
）

報
告
事
項

１
．
全
理
連
理
事
会
報
告

２
．
関
東
甲
信
越
協
議
会
常
任

　
　

委
員
会
報
告

３
．
県
青
年
女
性
部
ソ
フ
ト
ボ

　
　

ー
ル
大
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
平
成
26
年
度
行
事
予
定
に

　
　

つ
い
て

２
．
県
大
会
賞
金
に
つ
い
て

３
．
理
容
感
謝
祭
＆
理
容
学
園

　
　

文
化
祭
同
時
開
催
（
案
）

　
　

に
つ
い
て

４
．
そ
の
他

　

平
成
26
年
１
月
20
日
（
月
）

報
告
事
項

１
．
新
春
祝
賀
会
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
平
成
25
年
度
県
独
自
共
済

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会

２
．
暫
定
予
算
に
つ
い
て

３
．
組
合
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

再
度
の
お
願
い
に
つ
い
て

４
．
厚
生
労
働
省
課
長
通
達
に

　
　

つ
い
て

５
．
そ
の
他

群
馬
理
容
組
合・理
容
学
園
合
同
新
年
会
開
催

　１月 20日（月）、第８回県理事会でキャンペー
ン抽選会を行い、団体生命・療養補償の新規加
入者 14人から４人に、一万円相当のカタログギ
フトを、ならびに継続加入者 175 人の応募者 30
人に５千円のクオカードが当たった。
　理事長はじめ各理事が厳正な抽選に臨み、当選
者には後日、支部を通じて送られた。

平成 25年度県独自共済キャンペーン抽選会

　

私
た
ち
理
容
師
は
、
普
段
か
ら
運
動
不
足
の
せ
い

か
チ
ョ
ッ
ト
し
た
油
断
で
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
う
も
の
で
す
。

　

今
回
私
も
、
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
左
手
小

指
を
骨
折
し
、
同
時
に
関
節
に
軟
骨
腫
が
で
き
て
い

た
た
め
除
去
手
術
を
追
加
、
人
生
で
初
め
て
入
院
を

経
験
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
運
動
は
好
き
で
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
大
し
た
ケ
ガ
も
な
く
、

交
通
事
故
で
車
が
大
破
し
て
も
自
分
は
不
死
身
だ
と

自
負
し
て
い
た
も
の
で
す
。
中
学
生
の
頃
、
他
の
保

険
に
加
入
す
る
時
何
度
も
病
院
で
検
査
を
し
、
嫌
な

思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
保
険

に
入
る
の
は
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
職
業
に
就
き
、
結
婚
も
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
協
力
と
言
う
事
で
所
得
補
償
コ
ー
ス
に
入
り
ま

し
た
。
親
が
組
合
の
役
員
を
し
て
い
る
事
も
あ
り
、

話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
掛
け
金
も
安
く
、
若
い

加
入
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
有
利
な
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
我
々
の
職
業
は
個
人
事
業
主
な
の
で
会
社
員

の
よ
う
な
休
業
補
償
は
な
い
の
で
経
営
者
に
と
っ
て

も
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
敏
速
な
対
応
で
保
険
金
が
出
て
、
お
陰
で

治
療
に
専
念
出
来
ま
し
た
。
ケ
ガ
は
し
な
い
の
が
一

番
で
す
が
、
も
し
も
の
時
に
備
え
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
制
度
を
も
っ
と
知
っ
て
頂
き
、
加
入
者
が
増
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
渋
川
支
部
　
永
井
洋
平
）

全理連・療養補償共済所得制度を利用して

競技大会への応援を呼びかけ

県理容組合よりお知らせ

◎組合への意見要望の投書に関しては、総代会・総会と同
　様に支部氏名の表記をお願いします。但し、法令抵触の
　可能性に及ぶ場合はその限りではありません。
◎機関紙への投稿記事に関しては、記事の内容に関する真
　偽の確認、その保障を必要とする為、投稿者の記名を要
　します。記載無き場合は確認困難となるため、未確認の
　記事は掲載不可能と考え、県理事会で匿名の投稿等には
　対応しないと承認されました。

※組合に対するご意見・要望等の投書並
　び機関紙への匿名投稿の取扱について

　

３
月
３
日（
月
）、
群
馬
県
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
税

理
士
、
市
川
克
弘
氏
を
迎
え
た

経
営
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
消
費
税
の
手
引
き

を
も
と
に
消
費
税
の
コ
コ
が
変

わ
る
、
転
嫁
拒
否
対
策
、
消
費

税
転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示
は
Ｎ

Ｇ
！
事
業
者
を
守
る
新
し
い

ル
ー
ル
！
ま
た
税
込
価
格
が
見

や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
る
例
と

鮮
明
に
表
示
さ
れ
な
い
例
を
各

セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
解
説
し
転

嫁
カ
ル
テ
ル
、
表
示
カ
ル
テ
ル

が
認
め
ら
れ
る
と
説
明
、
便
乗

値
上
げ
は
い
け
ま
せ
ん
と
述
べ

た
。

　

県
理
事
会
で
の
協
議
の
結
果
、

理
容
業
の
売
上
が
１
０
０
０
万

円
以
下
の
免
税
事
業
者
が
税
別

価
格
を
掲
示
す
る
こ
と
は
い
さ

さ
か
問
題
が
あ
り
、
総
額
表
示

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県

理
容
組
合
で
は
表
示
カ
ル
テ
ル

や
転
嫁
カ
ル
テ
ル
は
結
ば
な
い

の
で
、
各
店
舗
で
価
格
の
対
応

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
事

で
あ
る
。

　

消
費
税
関
係
の
チ
ラ
シ
ポ
ス

タ
ー
を
全
組
合
員
に
配
布
し
ま

す
が
県
組
合
の
文
字
は
入
れ
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
県
広
報
部
長
　
小
林
真
澄
）

免税事業者の税別価格表示は問題あり！
営業指導センター主催

25生活衛生営業税制（消費税）経営セミナー
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２
月
12
日
（
水
）、
吉
井
町

の
メ
ン
ズ
カ
ッ
ト
・
ア
ン
テ
ナ
・

鈴
木
均
さ
ん
宅
で
、
田
村
哲
也

県
講
師
に
よ
る
ア
イ
ロ
ン
パ
ー

マ
を
中
心
と
し
た
講
習
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

従
来
の
パ
ン
チ
パ
ー
マ
と
は

違
う
現
代
ヘ
ア
ー
に
活
用
で
き

る
ク
リ
ー
プ
ア
イ
ロ
ン
を
中
心

に
今
、
話
題
の
ス
ピ
エ
ラ
の
話

を
交
え
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
ト
ッ
プ
７

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

　

平
成
25
年
11
月
11
日
（
月
）、

高
崎
支
部
（
旅
の
会
）
第
11
回

旅
行
会
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
「
箱
根
・
紅
葉
空
中

散
歩
の
旅
」
と
称
し
て
、
小
田

原
か
ら
大
涌
谷
に
向
か
う
旅

だ
。
小
田
原
は
、
難
攻
不
落
で

名
高
い
小
田
原
城
の
あ
る
と
こ

ろ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
こ

は
「
か
ま
ぼ
こ
」
の
名
産
地
と

し
て
も
有
名
で
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん
が
あ

る
。「
鈴
廣
」
は
か
ま
ぼ
こ
博

物
館
を
持
っ
て
い
る
名
店
。
こ

こ
で
昼
食
に
金
目
鯛
の
炙
り
飯

膳
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
お

買
い
物
。
こ
こ
か
ら
大
涌
谷
へ

向
か
う
の
だ
が
、
少
し
趣
向
を

凝
ら
し
「
乗
り
物
」
を
乗
り
継

～
８
セ
ン
チ
で
フ
ォ
ワ
ー
ド
に

ク
リ
ー
プ
を
入
れ
作
っ
た
。
モ

デ
ル
を
つ
と
め
た
の
だ
が
、
今

も
セ
ッ
ト
が
楽
で
あ
る
。
ま
た

消
費
税
増
税
に
よ
る
料
金
設
定

や
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
な
ど
の
お
話

を
交
え
な
が
ら
、
ア
イ
ロ
ン

ブ
ー
ム
が
再
び
訪
れ
る
こ
と
を

確
信
し
、
講
習
会
を
終
え
た
。

（
教
育
　
小
澤
和
彦
）

　

平
成
25
年
11
月
５
日
（
火
）、

北
毛
巡
回
講
習
会
が
渋
川
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

　

講
師
に
、
設
定
委
員
で
も
あ

る
山
口
幸
一
全
理
連
中
央
講
師

を
招
い
て
、
多
く
の
組
合
員
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
開

催
し
た
。

　

Ｖ
ｉ
ｔ
Ａ
の
特
徴
は
オ
ー
プ

ン
フ
ェ
イ
ス
で
、
サ
イ
ド
は
刈

り
上
げ
、
フ
ロ
ン
ト
・
ト
ッ

プ
・
ハ
イ
ゾ
ー
ン
に
ウ
ェ
ー
ブ

を
入
れ
、
パ
ー
ト
を
入
れ
た
ネ

オ
リ
ー
ゼ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。

　

山
口
講
師
に
、
と
て
も
丁
寧

に
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
わ
か
り
や
す
い
講
習
で
、

仕
上
が
っ
た
ス
タ
イ
ル
も
、
今

の
時
代
に
合
っ
て
い
て
営
業
で

も
幅
広
い
世
代
に
取
り
入
れ
ら

れ
そ
う
な
素
晴
し
い
ス
タ
イ
ル

だ
。

　

今
回
、
講
習
を
受
け
勉
強
し

た
私
た
ち
が
全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ

ア
Ｖ
ｉ
ｔ
Ａ
を
こ
れ
か
ら
多
く

の
お
客
様
に
発
信
し
て
い
け
た

ら
と
思
う
。

　（
教
育
　
茂
木
祐
一
郎
）

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 2

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　守　平

高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8
☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　俊　夫

前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9
☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男
前 橋 市 六 供 町 6 6 9

☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫

高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9
☎027（364）4771　FAX027（364）4772

群馬県理器商組合

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

川
崎
せ
つ
子　

前
橋　

組
合
員

手
島　

昌
克　

前
橋　

組
合
員

森
正　

朝
子　

桐
生

福
田
金
次
郎　

桐
生

小
仁
所　

功　

高
崎

高
尾　

富
次　
伊
勢
崎　

組
合
員

児
島　

和
喜　
伊
勢
崎　

組
合
員

久
保　

政
一　

甘
楽　

組
合
員

互
助
会
員
訃
報

　

去
る
２
月
14
・
15
日
、
数
日

前
の
雪
が
ま
だ
残
る
中
、
群
馬

県
で
は
観
測
史
上
初
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
た
。
積
雪
の
量
に
驚

き
な
が
ら
、
何
と
か
楽
し
て
こ

の
雪
を
無
く
す
方
法
は
な
い
か

と
考
え
た
が
、
思
い
浮
か
ば
ず

結
局
は
隣
近
所
の
人
た
ち
と
声

編

集

後

記

編

集

後

記

を
か
け
合
い
相
談
し
な
が
ら
人

力
で
の
雪
か
き
。
営
業
日
で
な

か
っ
た
の
が
せ
め
て
も
の
救
い

だ
っ
た
が
、
各
地
各
分
野
で
多

大
な
被
害
が
あ
っ
た
と
聞
き
、

改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
を
感

じ
た
。
自
分
は
と
い
う
と
雪
焼

け
し
た
顔
と
筋
肉
痛
。
そ
れ
く

ら
い
で
済
み
ま
し
た
が
、
み
な

さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？

（
広
報
　
黒
沢
英
丹
）

支部名
実施日時

講　　習　　会　　の　　内　　容
受講者数

前　橋
11月11日㈪
10時～11時 テーマ 防災について

196名 講師 前橋北消防署　鈴木和彦

桐　生

 ９月９日㈪
10時～12時 テーマ 消毒全般及び感染症対策について

防災について

136名 講師 桐生市保健福祉事務所衛生係主幹専門員　近藤　均
桐生市消防本部

高　崎
11月18日㈪
10時～11時 テーマ ゲートキーパー養成講座（自殺予防）

97名 講師 高崎市障害福祉課主査（保健師）市川いづみ・（保健師）佐々木夏季

伊勢崎
11月11日㈪
10時～12時 テーマ 理容所の自主管理・点検表及び化粧品について

110名 講師 伊勢崎保健福祉事務所保健衛生係主任　山田昌彦

邑　楽
11月11日㈪
10時40分～12時 テーマ 身近なダニと感染症

105名 講師 館林保健福祉事務所　小林美保

太　田

11月11日㈪
10時～12時 テーマ 感染症予防とノロウィルス　インフルエンザ

太田市における防災対策

99名 講師 太田市薬剤師副会長　岩瀬　茂
東部消防署副所長補佐　橋本卓宏

渋　川

11月25日㈪
10時～11時30分 テーマ 新型インフルエンザについて

防災について

75名 講師 渋川保健福祉事務所　星野　学
渋川市行政課防災専門員　小金澤照昌・椎名正夫

利　根
沼　田

11月11日㈪
13時～15時 テーマ ＲＳウイルスについて

群馬の防災

54名 講師 利根沼田保健福祉事務所　永井
群馬県危機管理室　糸井祐貴

甘　楽
11月25日㈪
15時～16時20分 テーマ ゲートキーパー講習会　

消毒法講習会
66名 講師 富岡保健福祉事務所　主幹　天田静子・係長　見城信子

多　野

11月11日㈪
10時～12時 テーマ 理容所における衛生管理、消毒について

防災について（火災・震災）

42名 講師 高崎保健所生活衛生課環境衛生担当　獣医師　篠原ひとみ
藤岡消防署　秋山隆志副所長　横地健次消防官

吾　妻
10月28日㈪ テーマ 理容所における消毒について

災害における救急処置と蘇生法

30名 講師 吾妻保健福祉事務所　衛生課長　田中義朗
吾妻広域町村圏振興整備組合　消防長他３名

碓　氷
11月25日㈪
10時～12時 テーマ 理容所の衛生管理について

安中市の防災について
35名 講師 安中保健福祉事務所　阿部卓也・上原貴洋

筆
を
持
つ
前
に
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
、
原
稿
を
書
く
前
に
、
汗
と

雪
を
か
い
た
。

　

２
月
24
日
（
月
）、
み
や
ま

の
編
集
会
議
で
理
容
学
校
に
来

た
が
、雪
の
た
め
駐
車
で
き
ず
、

理
容
学
校
の
雪
か
き
を

す
る
広
報
部
員

北
毛
巡
回
講
習
会

Ｖ
ｉ
ｔ
Ａ
で
時
代
を
つ
か
め
！

クリープアイロンを学べ！

多野支部夜間講習会

い
で
大
涌
谷
に
向
か
う
。

　

箱
根
湯
本
駅
か
ら
は
「
箱
根

登
山
鉄
道
」
で
強
羅
駅
へ
。
沿

線
は
箱
根
駅
伝
で
も
知
ら
れ
た

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

強
羅
駅
か
ら
は
「
箱
根
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
」
で
早
雲
山
駅
へ
急

勾
配
を
登
っ
て
ゆ
く
。
早
雲
山

駅
か
ら
は
、
今
回
の
旅
行
会
の

最
大
の
目
的
で
あ
る
「
箱
根

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
で
大
涌
谷
ま

で
「
空
中
散
歩
」
を
楽
し
む
。

早
雲
山
駅
か
ら
山
を
登
り
切
る

と
広
大
な
風
景
が
広
が
る
。
目

の
前
の
風
景
は
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
箱
根

温
泉
の
供
給
源
で
あ
り
、
立
昇

る
水
蒸
気
を
眼
下
に
望
む
大
涌

谷
駅
前
で
記
念
撮
影
し
た
あ
と

は
自
由
散
策
。
こ
こ
で
有
名
な

も
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
黒
た

ま
ご
で
あ
る
。
温
泉
で
茹
で
る

と
鉄
分
が
付
着
し
硫
化
水
素
と

反
応
し
て
黒
く
な
る
。
ひ
と
つ

食
べ
れ
ば
寿
命
が
七
年
延
び
る

そ
う
で
あ
る
。
近
年
は
外
国
か

ら
の
観
光
客
が
多
く
、
私
た
ち

も
フ
ラ
ン
ス
の
方
（
？
）
と
記

念
撮
影
し
た
。

　

最
後
に
、
あ
ま
り
時
間
は
な

か
っ
た
が
芦
ノ
湖
に
寄
り
、
帰

途
に
つ
い
た
。
組
合
の
方
々
に

は
毎
回
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　（

高
崎
支
部
　
新
井
康
浩
）

高
崎
支
部
旅
行

紅
葉
の
上
を
空
中
散
歩

平成25年度「全国理容連合会衛生遵守運動」
衛生消毒講習会（ゲートキーパー講習会・防災に関する講習会）実施報告
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が
一
層
親
睦
を
深
め
た
年
に
も

な
っ
た
。
今
期
も
仲
睦
ま
じ
い

青
年
女
性
部
で
あ
り
ま
す
が
、

議
論
も
交
わ
し
て
そ
の
若
い
熱

意
と
行
動
力
で
組
合
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
使
命
で

あ
る
と
考
え
る
。
若
手
不
足
の

時
代
は
今
後
し
ば
ら
く
続
い
て

い
く
の
が
現
実
で
あ
る
が
、
生

涯
現
役
の
パ
ワ
ー
を
引
き
出

し
、
存
分
に
発
揮
し
て
い
け
ば

今
後
の
組
合
の
発
展
に
繋
が
る

だ
ろ
う
。
来
年
度
も
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
利
根
沼
田
支
部
　
本
多
由
紀
）

の
か
？　

日
々
考
え
、
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
甘
楽
支
部
　
久
保
大
祐
）

　

若
手
組
合
員
を
横
の
繋
が
り

と
し
て
県
単
位
で
ま
と
め
ら
れ

た
ら
い
い
な
～
と
い
う
想
い
か

ら
発
足
し
た
チ
ー
ム
。

　

そ
れ
が
…

　
『
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
＋
58
』

　

ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー
ハ
チ

　

組
合
数
減
少
と
共
に
若
手
の

組
合
員
が
更
に
減
っ
て
き
て
い

る
昨
今
、
こ
の
業
界
を
ど
う
に

か
し
た
い
。
何
か
し
な
く
ち
ゃ

と
思
っ
て
い
る
が
ど
こ
に
話
せ

ば
い
い
の
か
？
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
？
そ
ん
な
疑
問
を
持
っ

て
い
る
若
手
の
窓
口
に
な
れ
ば

と
い
う
想
い
で
、
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

組
合
行
事
や
青
年
女
性
部
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
よ
り
多
く
の
人
と
め
ぐ

り
逢
い
た
い
と
思
い
、
こ
こ
に

投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
青
年
部
の
雄
志
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
若
手
女
性
部
（
理
子

ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
）
と
の
コ
ラ
ボ

も
計
画
中
で
す
。

　

何
の
強
制
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
由
参
加
で
す
。
ま
ず
は
同
年

代
で
顔
を
合
わ
せ
る
。
こ
こ
か

　

女
性
部
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
タ

オ
ル
ス
ト
ッ
ク
運
動
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
な
ど
も
例
年
通
り
実

施
。今
期
２
年
目
が
終
了
し
た
。

組
合
員
皆
様
の
青
年
女
性
部
に

対
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
女
性
部
と
し
て
は
、
心

よ
り
「
ホ
ッ
」
と
し
て
お
り
ま

す
。本
年
度
も
各
行
事
に
際
し
、

私
た
ち
活
発
な
会
議
を
展
開

し
、
部
員
全
員
の
意
見
を
基
に

作
り
上
げ
て
き
た
。
ま
た
本
年

度
は
会
議
後
の
夜
に
行
わ
れ
る

懇
親
会
へ
の
参
加
が
難
し
い
女

性
部
の
事
情
を
鑑
み
、
ラ
ン
チ

懇
親
会
を
開
催
し
、
部
員
同
士

ら
始
め
て
い
き
た
い
と
我
々
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
各
支
部
青

年
女
性
部
へ
！
い
っ
し
ょ
に
明

日
の
業
界
を
語
り
合
い
ま
せ
ん

か
！（

甘
楽
支
部
　
久
保
大
祐
）

群馬県最低賃金

（平成２5年１０月13日より適用）

１時間…707円

員
の
高
齢
化
に
よ
り
こ
れ
以
上

の
継
続
が
難
し
く
次
回
（
第
34

回
大
会
）
を
も
っ
て
終
了
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

そ
れ
と
共
に
群
馬
、
埼
玉
、

茨
城
、
栃
木
で
開
催
さ
れ
て
い

た
親
善
野
球
大
会
も
今
回
の
参

加
を
も
っ
て
終
了
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
ま
で
選
手
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
組

合
員
の
方
々
に
は
失
望
さ
せ
て

し
ま
っ
た
部
分
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら

私
た
ち
青
年
女
性
部
は
変
わ
り

ゆ
く
時
代
の
中
で
次
世
代
の
若

者
た
ち
に
も
素
晴
ら
し
い
仕

事
、
素
晴
ら
し
い
組
合
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
一
層
の
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

次
年
度
か
ら
今
ま
で
以
上
に

理
容
組
合
を
一
般
消
費
者
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
し

い
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
青
年
女
性
部
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
碓
氷
支
部
　
長
滝
健
一
）

　

日
頃
、
青
年
女
性
部
の
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
年
女
性
部

発
足
と
同
時
に
始
ま
っ
た
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
永
く
続
い

て
き
た
こ
の
行
事
も
い
よ
い
よ

継
続
が
困
難
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

非
常
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
若
手
組
合
員
の
減
少
と
組
合

　

各
支
部
か
ら
の
協
力
も
あ

り
、
25
年
度
の
行
事
も
無
事
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
行
事
か
ら
学
校
行

事
、
組
合
組
織
と
幅
広
く
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
一
年
で
あ
っ

た
。

　

来
年
度
は
さ
ら
に
色
々
な
こ

と
に
即
戦
力
と
し
て
参
加
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　

組
織
の
強
化
と
各
店
舗
の
経

営
強
化
、
こ
の
２
つ
を
同
時
に

進
め
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
？　

更
な
る
意
見
交

換
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
行
動

で
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

が
青
年
女
性
部
で
あ
る
。
現
在

と
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き
る

　

平
成
25
年
９
月
30
日
（
月
）、

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い

て
、今
泉
理
事
長
始
球
式
の
姿
。

練
習
の
お
か
げ
で
見
事
に
「
ナ

イ
ス
ボ
ー
ル
」。

　

ま
た
、
黒
澤
審
判
部
長
を
は

じ
め
と
し
審
判
の
皆
様
に
は
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ

を
、
そ
し
て
長
い
間
、
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
の
歴
史
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
県
青
年
女
性
部
長　

角
田
　
誠
）

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

終
了
予
定

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会  

始
球
式

ストラ
イク！

熱
意
と
行
動
で

組
合
活
動
を

盛
り
上
げ
た
１
年

組
織
と
経
営
の

強
化
を
進
め
て

こ
そ
の
組
合
活
動

青
年
女
性
部
平
成
25
年
度
１
年
間
の
感
想
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っ
て
な
に
？

　平成 25 年 11 月 18 日（月）
長野県松本市ホテルブエナ
ビスタにおいて関東甲信越
協議会青年女性部連絡会議
が行われた。この会議の目
的は、①各県代表者のリー
ダーとしての意識と資質の
向上②社会に知られる業界
の確立③サロン経営では知
ることできない理容組合の
人材の育成である。
　本県からは６名が参加し
た。天候にも恵まれ行きの
車中からは美しい山々を観
ることができた。午前中は
主催県のあいさつ、各県の
役員、部員の紹介。続いて
前回の東京会議の報告が行
われ午前の部が終了した。

（県青年女性部長
　角田　誠）

であるとした。青年部の位
置付け～新事業と展開につ
いて～は、分科会の時間も
押し詰まってしまったた
め、引き続き組合組織の
下、継続し頑張っていくと
の確認程度の内容となって
しまった。
（太田支部　小林美雄）

の目線で足元を見据え、直
ぐに売り上げに繋がる意見
がたくさん出された。これ
らの意見を私たちが持ち帰
り、組合員に伝え、実践し
て行くことが私たちの使命
であり、無駄にしないよう
にしっかりと伝えていきた
いと思った。貴重な機会を
いただいたことに感謝いた
します。
（前橋支部　信澤知歩）

　開催県の長野ではオリジ
ナルのシャンプーを作っ
ており、その取り組みは
ニュースで取り上げられ、
番組で放映された。それを
見て「群馬県でも外に向け
て発信して行くことが必要
である」と考えた。
　その後、長野県の名産品
を賭けてじゃんけん大会が
行われ、大いに盛上がった。
　今回初めて大きな会議に
出席したが、他県の人たち
と交流ができて良い経験と
なった。人の繋がりの大切
さを感じた１日だった。
（高崎支部　小高慎也）

　青年部のテーマは、①理
容ボランティアについて②
フットサルの展開③青年部
の位置付け～新事業と展開
～ということで、大きく３
つ分けての課題が挙げられ
た。
　フットサルでは、「全国
大会」開催との意見も出て
いるが、その展開までには
もう少し時間が必要で、活
動理念を忘れずにフットサ
ルを続けていくことが重要

　全体会議終了後、昼食を
挟み男女分かれて分科会が
行われた。女性の分科会で
はグループデスカッショ
ンが行われ、①レデイス
シェービィングの集客方法
②カウンセリングシートの
作成③お客様を固定化させ
るためのメニューの３つの
グループに分かれて意見交
換をし、その後、グループ
の代表者が発表を行った。
　限られた時間の中で女性

　全ての会議終了後、懇親
会となった。一つのテーブ
ルに他県の方々と一緒にな
り親睦を深めた。

第 41回関東甲信越協議会
青年女性部連絡会議

長野会議
青年部分科会

女性部分科会

長野会議懇親会

長年お世話になった審判の方々


